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1

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

0

第3期拡張第１次変更事業（平成21年3月31日認可）

建設係

2

平成３０年度以降

水の供給 老朽管の更新を進める

担当係

担当課

1

都市基盤

○老朽管の更新を進め、地震災害や自然漏水の被害抑制を図る。

○耐用年数（４０年）を経過した配水管を、漏水履歴等を考慮して優先順位を決め、平成21

年度より毎年約15.0kmの布設替えを目標に計画的に更新する。

　また、平成16年度よりφ200㎜以上の管は耐震性ダクタイル管を採用し、平成22年度から

はφ150㎜以下の配水管についても、耐震性に優れたポリエチレン管を採用しております。

　平成23年度は、平成22年度からの繰越事業と合わせ約20.6㎞を建設係4人で分担し設計

から工事発注、監督までを実施しました。

※平成23年度直接経費の内訳：H22繰越事業費の内15節　　　　0円、20節　265,858,950円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　H23決算額の内15節　57,225,000円、20節　432,807,533円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　合計　755,891,483円
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従事者数

　無

Ｈ23決算額

742,431

Ｈ21決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　合計　755,891,483円

※その他財源の内訳　　　　　　：消化栓設置工事負担金　　　　　　　　10,445,530円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下水道工事負担金　　　　　 　　　　　156,279,110円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　区画整理工事負担金　　　　　　　 　123,687,600円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　小牧市河川課工事負担金　　           1,961,920円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　愛知県尾張建設事務所工事負担金　7,441,660円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　一般会計出資金　　　　　　　          100,000,000円

                                              合計　　　　　　　　　 　  　　 　　　　　399,815,820円
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　老朽管の更新延長は毎年約15㎞程度とすることを目標としています。

　平成23年度は、平成24年度へ繰越した事業2.6㎞を除き、前年度からの繰越事業量

（約6.8㎞）を含め約20，6㎞を整備し目標を超える成果となった。
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事業実施におけ

る課題等

　水道管の更新工事で、水道管を埋設する公共用地の形状・幅員によっては、更新

工事における占用位置が確保できない状況がある。

　比較的口径の大きな水道管の非掘削更新工事等新しい技術開発情報を敏感に捉

え、導入の可能性を検討していく。
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　老朽管の更新事業は、安全で安心なおいしい水が安定供給されるための継続的実

施が必要である。

方向性の判定 現状維持

　地震災害等による配水管の破損率が大きくなり、多くの市民が安定的な水供給を受

けることができなくなる。


